
一般社団法人日本計画行政学会九州支部第38回(長崎)大会
公開シンポジウム

13:30～13:40 主催者挨拶 早瀬隆司（大会準備委員長・長崎大学名誉教授）
今泉博国（日本計画行政学会九州支部長・福岡大学経済学部教授）

13:40～14:40 基調講演 田上富久氏（長崎市長）
「市民協働による持続可能なまちづくり」

14:50～16:30 パネルディスカッション
＜パネリスト＞
草野孝昭氏（長崎市環境部長）
田中順子氏（長崎県環境部環境政策課参事）
前田 剛氏（対馬市しまづくり推進部市民協働・交通対策課主任）
宮原和明氏（ながさきエコネット市民リーダー・長崎総合科学大学名誉教授）

＜コーディネーター＞ 片山健介（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科准教授）
総合司会 渡邊貴史（長崎大学大学院水産・環境科学総合研究科教授）

環境政策行政の新たな展開
－環境共生社会は構築できるか－

日時：平成29年6月24日(土) 13:30～16:30（開場13:00）
会場：長崎大学文教スカイホール（長崎市文教町1-14）
（参加費：無料／事前申込：不要）

主催：一般社団法人日本計画行政学会九州支部
共催：長崎大学／長崎大学環境科学部 後援：長崎県／長崎市／対馬市
【お問い合わせ】(一社)日本計画行政学会九州支部第38回(長崎)大会事務局

（長崎大学環境科学部 片山研究室気付 Tel: 095-819-2737）

環境政策の課題は、公害等の環境保全上の支障の防止から、より根源的な課題である
環境の保全へと変化してきました。長期的な視点から社会の変革を一歩ずつ実現してい
くことが求められる中、伝統的な集権型のトップダウン的な行政運営に加えて、市民参
加型のボトムアップ的な行政手法の重要性がクローズアップされつつあります。

環境共生社会の構築に向けて、トップダウンとボトムアップの動きをどう融合させて
いくのか。県及び基礎自治体の担当者に市民の代表を交えて考えます。

多数の方のご参加をお待ちしております。
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